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皆
様
に
は
ご
健
勝
に
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
財
）
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
で
は
令

和
五
年
度
も
戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭
、
シ

ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い
を
全
国
各
地
で
開

催
し
、
多
く
の
皆
様
に
ソ
連
モ
ン
ゴ
ル
強
制

抑
留
の
奴
隷
労
働
の
実
態
や
そ
の
不
当
性
を

訴
え
て
参
り
ま
し
た
。
一
昨
年
辺
り
か
ら

顕
著
な
こ
と
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展

示
会
で
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
等

の
世
相
を
反
映

し
て
、
参
加
者

の
増
加
と
家
族

連
れ
や
若
い
方

た
ち
の
参
加
が

多
く
な
っ
た
こ

と
で
す
。
ま
た
、

労
苦
を
語
り
次

ぐ
集
い
で
は
各

地
で
学
生
の
皆

様
に
お
手
伝
い

頂
く
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

「
ソ
連
モ
ン
ゴ
ル

慰
霊
訪
問
（
シ

ベ
リ
ア
慰
霊
訪

問
）」
で
は
ロ
シ
ア
へ
の
慰
霊
訪
問
が
今
年

も
中
止
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
二
か
国
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
ロ
シ
ア
は
日
本
に
対
し
て
不
当
な

「
歴
史
戦
」
を
挑
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
戦

後
起
き
た「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
正
当
化
」、「
北

方
領
土
占
領
の
正
当
化
」
等
々
で
す
。
引
き

続
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ

る
「
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
の
悲
劇
」
が
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
ロ
シ
ア
は
九
月
三
日
を
公
式
に
「
対

日
戦
勝
記
念
日
」
と
決
め
不
当
に
占
領
し
た

北
方
領
土
の
実
効
支
配
を
改
め
て
誇
示
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、（
一
財
）
全
国
強
制

抑
留
者
協
会
は
引
き
続
き
、
不
当
で
悲
惨
な

ソ
連
モ
ン
ゴ
ル
抑
留
（
シ
ベ
リ
ア
抑
留
）
の

史
実
を
多
く
の
皆
様
に
お
伝
え
し
、
語
り
継

い
で
参
る
所
存
で
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
並
び
に
ご

家
族
の
ご
多
幸
、
ご
安
寧
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（1）

一
般
財
団
法
人
　
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　
　

会  

長　

山
田 

秀
三

新
し
い
年（
令
和
六
年
辰
年
）が

    

よ
り
佳
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

　
　
　   

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

　
　
　
　
　
　  

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

一般財団法人 全国強制抑留者協会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1−8−2

九段第二勧業ビル2階
TEL 03-3261-6565　FAX 03-3261-6548

〈 第 81号 〉

一
般
財
団
法
人　

全
国
強
制
抑
留
者
協
会

 

理
　

事
　

一　
　

同

 

監
　

事
　

一　
　

同

 

評
議
員
　

一　
　

同

令
和
六
年
の
新
し
い
年
を
迎
え

　
　 

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

　
　
　
　  

　
　
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す



財 団 だ よ り 〈第81号〉 　 特 別 号  

（2）

令和6年1月

　

令
和
五
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
五
月
八
日
か
ら
感
染
症
法
上

の
五
類
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
各
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
事
業
の
概
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

　
Ⅰ
　
慰
霊
事
業

１　

令
和
五
年
度
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者

中
央
慰
霊
祭
を
九
月
二
十
八
日
（
木
）、

東
京
都
千
代
田
区
「
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

か
ら
昨
年
同
様
、
座
席
の
間
隔
を
と
り

な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
参
列
者
は

百
二
十
名
で
し
た
。

式
典
で
は
。
長
谷
川
淳
二
総
務
大
臣
政
務

官
に
ご
臨
席
賜
り
、
追
悼
の
詞
と
献
花
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

２　

慰
霊
訪
問
（
墓
参
）
に
つ
い
て
は
、

モ
ン
ゴ
ル
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
二
か
国

で
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
地

域
へ
の
慰
霊
訪
問
は
中
止
し
ま
し
た
。

　
Ⅱ
　
慰
籍
事
業

　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
に
つ
い
て

は
、
抑
留
中
の
生
活
が
分
か
る
リ
ア
リ
テ
ィ

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
創
意
工
夫
し
、

ラ
ー
ゲ
リ
模
型
、
黒
パ
ン
の
レ
プ
リ
カ
等
の

展
示
物
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
Ⅲ
　
戦
後
強
制
抑
留
者
に
関
す
る
調
査
、

相
談
、
広
報
及
び
そ
の
他
事
業

１　

戦
後
強
制
抑
留
者
に
関
す
る
調
査
に

つ
い
て
は
、
旧
ソ
連
資
料
の
翻
訳
（
ロ

シ
ア
語
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
、
カ
ザ
フ
語
）

を
行
う
と
と
も
に
ロ
シ
ア
国
立
軍
事
古

文
書
館
資
料
の
翻
訳
（
直
訳
）
が
完
了

し
た
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
開

示
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２　

遺
骨
帰
還
事
業
へ
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
遺
骨
収
集
作
業

に
一
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
Ⅳ
　
各
支
部
の
活
動
状
況

　

各
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
支
部
役
員
や
事
業
開
催
実
行
委
員
会

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
戦
後
強
制
抑
留

者
地
方
慰
霊
祭
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示

会
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
労
苦
を
語
り
継

ぐ
集
い
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

①
戦
後
強
制
抑
留
者
地
方
慰
霊
祭

　
　

十
五
支
部

　

②
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会

　
　

五
会
場

　

③
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　

八
会
場

慰霊訪問

中央慰霊祭

令
和
五
年
度
事
業
報
告
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一
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

埼
玉
県
支
部　
　

七
月
一
日
～
二
日　
　

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

愛
知
県
支
部　
　

八
月
八
日
～
十
三
日　

愛
知
県
春
日
井
市
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井

石
川
県
支
部　
　

九
月
一
日
～
三
日　
　

石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

新
潟
県
支
部　
　

十
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日　

新
潟
県
新
潟
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
市
民
プ
ラ
ザ

三
重
県
支
部　
　

十
一
月
十
七
日
～
十
九
日　
　

三
重
県
伊
勢
市
い
せ
ト
ピ
ア

二
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

北
海
道
支
部　
　

五
月
二
十
日　
　
　

北
海
道
札
幌
市
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
札
幌
駅
前

埼
玉
県
支
部　
　

七
月
一
日　
　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

愛
知
県
支
部　
　

八
月
十
三
日　
　
　

愛
知
県
春
日
井
市
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井

福
岡
県
支
部　
　

八
月
二
十
九
日　
　

福
岡
県
久
留
米
市
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

石
川
県
支
部　
　

九
月
二
日　
　
　
　

石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

愛
媛
県
支
部　
　

九
月
二
十
四
日　
　

愛
媛
県
松
山
市
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

新
潟
県
支
部　
　

十
月
二
十
八
日　
　

新
潟
県
新
潟
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
市
民
プ
ラ
ザ

三
重
県
支
部　
　

十
一
月
十
九
日　
　

三
重
県
伊
勢
市
い
せ
ト
ピ
ア

三
．
戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭
（
中
央
・
地
方
）

中
央
慰
霊
祭　
　

九
月
二
十
八
日　
　

東
京
都
千
代
田
区
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

三
重
県
支
部　
　

四
月
八
日　
　
　
　

三
重
県
津
市
久
居
陸
軍
墓
地
慰
霊
碑
前

長
野
県
支
部　
　

四
月
十
四
日　
　
　

長
野
県
伊
那
市
春
日
公
園
慰
霊
碑
前

愛
媛
県
支
部　
　

五
月
十
三
日　
　
　

愛
媛
県
松
山
市
万
葉
植
物
園
慰
霊
碑
前

愛
知
県
支
部　
　

五
月
二
十
一
日　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
桜
華
会
館

岐
阜
県
支
部　
　

六
月
三
日　
　
　
　

岐
阜
県
土
岐
市
仲
森
公
園
慰
霊
碑
前

熊
本
県
支
部　
　

八
月
九
日　
　
　
　

熊
本
県
合
志
市
熊
本
県
農
業
公
園
慰
霊
碑
前

新
潟
県
支
部　
　

八
月
九
日　
　
　
　

新
潟
県
新
潟
市
護
国
神
社
慰
霊
碑
前

埼
玉
県
支
部　
　

八
月
十
六
日　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

北
海
道
支
部　
　

八
月
十
九
日　
　
　

北
海
道
札
幌
市
真
駒
内
滝
野
霊
園
慰
霊
碑
前

岩
手
県
支
部　
　

九
月
三
日　
　
　
　

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
公
民
館

富
山
県
支
部　
　

九
月
十
一
日　
　
　

富
山
県
高
岡
市
手
洗
野
慰
霊
碑
前

石
川
県
支
部　
　

十
月
七
日　
　
　
　

石
川
県
金
沢
市
石
川
護
国
神
社
境
内
慰
霊
碑
前

福
岡
県
支
部　
　

十
月
二
十
二
日　
　

福
岡
県
福
岡
市
福
岡
県
護
国
神
社
内
「
参
集
殿
」

静
岡
県
支
部　
　

十
一
月
八
日　
　
　

静
岡
県
富
士
市
中
島
小
公
園
慰
霊
碑
前

鳥
取
県
支
部　
　

十
二
月
十
七
日　
　

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
慰
霊
碑
前

令
和
五
年
度 

活
動
状
況
報
告

愛
知
県
支
部
「
展
示
会
」

埼
玉
県
支
部
「
語
り
継
ぐ
集
い
」

北
海
道
支
部
「
慰
霊
祭
」

三
重
県
支
部
「
慰
霊
祭
」

各
支
部
の
活
動
状
況

各
支
部
の
活
動
状
況
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福
岡
県
支
部
（
令
和
二
年
六
月
再
結
成
）

【
組
　
　
織
】

　

支
部
長
・
伊
藤
康
彦
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
抑
留
体
験
者
）

　

会　

員　

令
和
五
年
十
月
現
在　

四
十
八
名
（
役
員
六
名
）

【
支
部
再
結
成
の
経
緯
】

　

福
岡
県
支
部
は
、
平
成
十
年
代
後
半
よ
り
役
員
の
高
齢
化
に

伴
い
解
散
状
態
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現
事
務
局
長
が
平
成
二
十
七
年
度
シ
ベ
リ

ア
慰
霊
訪
問
団
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
全
抑
協
本

部
か
ら
支
部
再
結
成
の
要
請
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け

現
事
務
局
長
は
、
平
成
二
十
八
年
に
抑
留
体
験
者
、
抑
留
中
死

没
者
の
遺
児
、
慰
霊
訪
問
参
加
者
等
、
五
人
か
ら
な
る
支
部
再

結
成
の
た
め
の
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
準
備
委
員
会
を
中
心
に
、
本
部
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
慰
霊
祭
や
語
り
継
ぐ
集
い
を
実
施
し
た
。
こ
の
こ
と
が
地

元
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
員
も
当

初
の
二
十
名
か
ら
三
十
名
程
度
と
な
っ
た
。
準
備
委
員
会
結
成

か
ら
四
年
後
の
令
和
二
年
六
月
、
支
部
設
立
総
会
を
開
催
、
承

認
さ
れ
発
足
し
た
。

【
主
な
取
り
組
み
】

１　
「
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い
」
と
は
別
に
、
戦
争
体
験
者
、

戦
没
者
遺
族
、
中
国
帰
国
者
（
残
留
孤
児
）
等
を
「
語
り
部
」

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
体
験
や
平
和
へ
の
思
い
を
語
り
、

次
世
代
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
年
一
回
、「
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
集
い
」
を
開
催
し
て
い
る
。
２　

支
部
活
動
を
次
世
代

に
繋
ぐ
た
め
会
員
の
孫
、
ひ
孫
に
支
部
活
動
へ
の
参
加
を
積
極

的
に
呼
び
か
け
て
い
る
。３　

地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
、

①
強
制
抑
留
者
の
遺
骨
収
集
の
取
り
組
み
②
全
抑
協
に
対
す
る

補
助
金
確
保
等
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
４　

百
歳
を

迎
え
る
抑
留
体
験
者
に
対
し
て
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
る
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

１　

抑
留
体
験
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
ア
メ

リ
カ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歴
史
博
物
館
で
導
入
さ
れ
て
い
る
、

Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
を

活
用
し
た
等
身
大
の
抑

留
体
験
者
（
立
体
映
像
）

が
、
目
の
前
に
現
れ
て

自
ら
の
体
験
談
を
語
り
、

質
問
に
対
し
て
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
答
え
ら
れ

る
「
語
り
部
」
装
置
の

導
入
を
、
公
営
歴
史
博

物
館
等
に
導
入
す
る
よ

う
国
や
地
元
自
治
体
に

働
き
か
け
て
い
く
。
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岡
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「
こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
、、、」
私
は
思
わ
ず
口

に
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
た
の
は
、

（
一
財
）
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
の
出
し
て
い
る
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
で
の
体
験
が
書
か
れ
て
い
る
児
童
書
を
祖
父
に
勧
め
ら
れ
た

か
ら
で
す
。
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
実
際
に
シ
ベ
リ
ア
抑
留

を
体
験
し
た
と
聞
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。本
の
中
に
は
、「
人

生
い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た
は
ず
の
二
十
代
が
ソ
連
軍
に
捕
ら
え

ら
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
、
地
獄
の
よ
う
な
光
景
を
見
た
方
、
泥
沼
の
よ

う
な
始
ま
り
だ
っ
た
方
、
町
中
に
弾
が
残
っ
て
い
て
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
た
方
、
み
ん
な
戦
争
の
恐
怖
を
知
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
か
ら
家
族
に
会
え
ず
、
日
だ
ま
り
で
す
ら
暖
か
み
を

感
じ
な
い
ほ
ど
の
中
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
力
仕
事
を
す
る
だ
け

の
生
活
。
逃
げ
出
し
た
い
、
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
も
遠

い
故
郷
、
楽
し
い
こ
と
が
一
つ
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

や
っ
と
帰
国
で
き
た
時
が
、ど
れ
だ
け
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

本
を
読
ん
で
数
日
後
、
子
供
新
聞
に
こ
ん
な
見
出
し
が
付
い

て
い
ま
し
た
。

　
「
極
寒
の
強
制
労
働　

六
十
万
人
」
ち
ょ
う
ど
シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
体
験
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、「
何
年
た
っ
て
も
忘
れ
る
わ
け
が
な
い
。」
と
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。
仲
間
が
亡
く
な
っ
て
も
、
い
ず
れ
溶
け
て
し
ま
う

雪
で
し
か
埋
葬
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
に
帰
れ
て
い
な
い
遺
骨
が
、
亡
く
な
っ
た
方

約
五
万
三
千
人
中
、三
万
七
千
人
分
も
あ
る
そ
う
で
す
。き
っ
と
、

日
本
に
帰
り
た
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物
も
、
味
も

具
材
も
ほ
と
ん
ど
無
い
ス
ー
プ
と
ほ
ん
の
少
し
の
パ
ン
だ
け
。

当
時
は
、
虫
歯
の
治
療
に
金
歯
を
使
っ
て
い
た
よ
う
で
、
自
ら

金
歯
を
抜
い
て
、
ソ
連
兵
に
パ
ン
と
交
換
ま
で
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
厳
し
い
労
働
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
、
三
十
度
の
寒

い
中
で
も
、
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

記
事
を
読
ん
で
い
て
、
あ
ま
り
の
過
酷
さ
に
胸
を
痛
め
ま
し

た
。
き
つ
い
労
働
や
仲
間
の
死
、
家
族
と
会
え
な
い
つ
ら
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
想
像
す
る
だ
け
で
悲
し
く
な
り
ま
す
。
毎
日
が

生
死
を
さ
ま
よ
う
日
々
、
私
は
耐
え
き
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
生
き
る
希
望
す
ら
失
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
戦
争
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
事
を
学
び

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
の
で
、
是
非
シ
ベ
リ

ア
抑
留
の
資
料
が
あ
る
、京
都
の
「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
。

　
忘
れ
て
は
い
け
な
い

支
部
紹
介

支
部
紹
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